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功
績
を
た
た
え
て

　

11
月
３
日
、
町
の
発
展
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
へ
の
功
労
賞
、
文
化
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
な
ど

の
表
彰
式
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

自

治

功

労

社
会
福
祉
功
労

善

行

賞

伊勢　隆雄さ
 ん

旭町３・83歳

池田　千鶴さ
 ん

南５－３・62歳

森本由美子さ
 ん

北２－２・78歳

　

平
成
17
年
９
月
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
、
町
公
平
委
員
会
委
員
と

し
て
公
正
な
人
事
行
政
の
確
立
に

尽
力
し
、
町
行
政
の
民
主
的
、
能

率
的
な
運
営
に
貢
献
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
に
は
町

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
の

会
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
福
祉
や
住
民
生
活
の
分

野
な
ど
行
政
全
般
で
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
、
町
の
発
展
に
寄
与

し
た
功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
ま

す
。

　

昭
和
62
年
よ
り
我
妻
病
院
の
副

院
長
、
院
長
と
し
て
地
域
医
療
の

発
展
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
以
降
、
町
と
我
妻
病
院

と
の
間
で
医
療
連
携
が
行
わ
れ
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
き
判

断
を
行
い
、
医
療
・
介
護
・
保
健
・

福
祉
の
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の

要
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
30
年
以
上
も
学
校
医
と
し

て
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
卓
越
し
た

判
断
能
力
と
実
践
す
る
力
は
地
域

の
た
め
に
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、

そ
の
功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
の
た
め
に
２
０
０

万
円
を
寄
付
さ
れ
、
町
の
振
興
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

文

化

奨

励

賞

個 

人

五
十
嵐
清
美
さ
ん

（
西
町
７
）

　

昭
和
37
年
に
町
で
初
め
て
の
民

謡
会
と
し
て
「
ま
り
も
民
謡
友
の

会
」
を
発
足
。
そ
の
後
町
内
に
幾

多
の
民
謡
会
が
設
立
さ
れ
る
基
と

な
り
、
55
年
の
長
き
に
わ
た
り
他

の
民
謡
会
の
模
範
と
な
っ
て
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
慰
問
を
長
年
継
続

す
る
な
ど
、
そ
の
活
動
の
功
績
は

誠
に
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

須
藤　

金
次
さ
ん

（
南
６

－

７
）

　

昭
和
52
年
に
「
足
寄
民
謡
会
」

を
設
立
し
、
40
年
の
長
き
に
わ
た

り
他
の
民
謡
会
の
模
範
と
な
っ
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
慰
問
を
長
年

継
続
す
る
な
ど
、
そ
の
活
動
の
功

績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

高
橋　

房
男
さ
ん

（
旭
町
４
）

　

平
成
29
年
に
創
立
37
周
年
を
む

か
え
た
「
ザ
・
サ
ン
デ
ー
グ
ル
ー

プ
」
の
会
長
と
し
て
、
長
年
に
わ

た
り
会
の
運
営
に
あ
た
り
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
を
通
じ
て
社
会

福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
を
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
文
化
協

会
理
事
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
会

の
運
営
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
そ

の
活
動
の
功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ

り
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

個 

人

向
井　

友
渚
さ
ん

（
足
寄
小
５
年
）

　

グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク

ー
ル
第
26
回
北
海
道
地
区
大
会
小

学
校
３
・
４
年
Ｂ
コ
ー
ス
金
賞

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

個 

人

平
川　

菜
々
さ
ん

（
螺
湾
小
６
年
）

　

平
成
29
年
度
【
む
し
歯
予
防
】

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
北

海
道
十
勝
総
合
振
興
局
長
賞

@
川　

仁
里
さ
ん

（
芽
登
小
６
年
）

　

平
成
28
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

美
術
作
品
の
部
（
版
画
）
特
選

蓑
島　
　

渉
さ
ん

（
大
誉
地
小
４
年
）

　

平
成
28
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

美
術
作
品
の
部
（
デ
ザ
イ
ン
）
特

選佐
藤　

実
空
さ
ん

（
芽
登
小
２
年
）

　

平
成
28
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

美
術
作
品
の
部
（
版
画
）
特
選

団 

体

足
寄
高
等
学
校
吹
奏
楽
局

　

第
62
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
帯
広
地
区
大
会
高
校
Ｃ
編
成

の
部
金
賞
ほ
か

足
寄
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

第
62
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
帯
広
地
区
大
会
中
学
校
Ｃ
編

成
の
部
金
賞

足
寄
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　

第
62
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
帯
広
地
区
大
会
小
学
校
の
部

金
賞
ほ
か

ス

ポ

ー

ツ

賞

個 

人

編
田　

正
男
さ
ん

（
西
町
２
）

　

は
ま
な
す
国
体
記
念
第
28
回
北

海
道
高
齢
者
弓
道
大
会
兼
第
30
回

全
国
健
康
福
祉
祭
あ
き
た
大
会
予

選
会
男
子
80
歳
以
上
の
部
優
勝

長
南　

一
男
さ
ん

（
白
糸
）

　

足
寄
町
温
水
プ
ー
ル
開
館
以
来

23
年
間
に
わ
た
り
、
健
康
増
進
の

た
め
水
泳
活
動
を
行
っ
て
き
て
お

り
、
そ
の
活
動
は
水
泳
愛
好
者
か

ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
本
町
の
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
と
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

個 

人

青
木　

梨
奈
さ
ん

（
足
寄
中
３
年
）

　

第
40
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技

大
会
北
海
道
予
選
会
13
歳
～
14
歳

女
子
４
０
０
ｍ
自
由
形
第
１
位

団 

体

足
寄
中
学
校
水
泳
少
年
団
女
子

　

平
成
29
年
度
北
海
道
中
学
校
体

育
大
会
第
38
回
北
海
道
中
学
校
水

泳
大
会
団
体
女
子
の
部
優
勝

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

個 

人

尾
西　

理
佐
さ
ん

（
足
寄
高
２
年
）

　

平
成
29
年
度
北
海
道
高
等
学
校

弓
道
選
抜
大
会
十
勝
支
部
大
会
女

子
個
人
優
勝

青
木
萌
々
花
さ
ん

（
足
寄
高
１
年
）

　

第
59
回
全
十
勝
高
等
学
校
新
人

陸
上
競
技
大
会
兼
第
33
回
全
道
高

等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
十
勝

支
部
予
選
会
女
子
１
０
０
ｍ
・
１

０
０
ｍ
Ｈ
第
１
位
ほ
か

工
藤　
　

慈
さ
ん

（
足
寄
中
３
年
）

　

第
30
回
全
十
勝
中
学
校
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
記
録
会
男
子
１
５
０

０
ｍ
第
１
位
ほ
か

髙
橋　

花
佳
さ
ん

（
足
寄
中
２
年
）

　

第
35
回
道
東
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
11
～
12
歳
女
子
１
０
０
ｍ
平

泳
ぎ
第
１
位

藁
谷　

美
羽
さ
ん

（
足
寄
小
６
年
）

　

第
６
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
ス
プ
リ
ン

ト
水
泳
競
技
大
会
11
～
12
歳
女
子

１
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
第
１
位

@
川　

光
里
さ
ん

（
芽
登
小
４
年
）

　

第
35
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競

技
大
会
十
勝
予
選
会
小
学
４
年
男

子
８
０
０
ｍ
第
１
位

佐
藤
佳
葉
子
さ
ん

（
足
寄
小
３
年
）

　

第
35
回
道
東
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
８
歳
以
下
女
子
50
ｍ
背
泳
ぎ

第
１
位

方
川　

心
結
さ
ん

（
芽
登
小
２
年
）

　

第
63
回
全
十
勝
児
童
ス
ケ
ー
ト

選
手
権
大
会
小
学
１
年
女
子
第
１

位
ほ
か

団 

体

足
寄
高
等
学
校
弓
道
部
男
子

　

平
成
29
年
度
北
海
道
高
等
学
校

弓
道
選
抜
大
会
十
勝
支
部
大
会
男

子
団
体
優
勝

足
寄
高
等
学
校
弓
道
部
女
子

　

平
成
29
年
度
北
海
道
高
等
学
校

弓
道
選
抜
大
会
十
勝
支
部
大
会
女

子
団
体
優
勝

足
寄
中
学
校
水
泳
リ
レ
ー
チ
ー
ム

男
子

　

第
36
回
全
十
勝
中
学
校
水
泳
大

会
第
38
回
北
海
道
中
学
校
水
泳
大

会
十
勝
地
区
予
選
男
子
４
０
０
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
１
位
男
子
４

０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
第
１
位

足
寄
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
23
回
北
海
道
ス
プ
リ
ン
ト
水

泳
競
技
大
会
男
子
12
歳
以
下
２
０

０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
第
２
位
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世界に羽ばたけ！足高生
― 足寄高校生海外研修派遣事業 ―

　

足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
が
９

月
21
日
か
ら
29
日
ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
、

姉
妹
都
市
先
の
カ
ナ
ダ
・
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ

ィ
ン
市
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

１
年
生
58
人
と
引
率
・
随
行
６
人
の
64

人
か
ら
な
る
訪
問
団
は
、
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ

ィ
ン
・
足
寄
友
好
協
会
の
心
温
か
い
歓
迎

を
受
け
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
訪
問
を

通
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
や
異

文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
こ
の
研
修
に
参
加
し
、

未
来
に
つ
な
が
る
大
き
な
成
長
を
遂
げ
た

よ
う
で
す
。

主なスケジュール
９／21㈭　足寄町→羽田空港→成田空港→ウェタスキ

ウィン市歓迎夕食会→ホームステイ先へ 

　　22㈮　小学校・高校等訪問→ホームステイ先へ

　　23㈯　ホストファミリーとのフリータイム

　　24㈰　ホストファミリーとのフリータイム、返礼

夕食会

　　25㈪　ウェタスキウィン市→ドラムヘラー→カル

ガリー

　　26㈫　カルガリー→バンフ

　　27㈬　バンフ→カルガリー

　　28㈭　成田空港着（ホテル泊）

　　29㈮　羽田空港→足寄町

オリンピックパーク

ホストファミリーと初対面クリアビスタ小学校の児童と交流ロイヤルティレル博物館

返礼夕食会で「心の瞳」を合唱。思いが込み上げ生徒の瞳には涙が

１Ａ　青木　萌々花さ
ん　つぎ会う日まで

　私は今回の研修で、日本では絶対に得ること

ができない経験をし、自分自身を大きく変える

きっかけにもなったと感じています。カナダに

行く前、楽しみの反面、英語も上手く話せない

ので、不安な面もありましたが、ホストファミ

リーは笑顔で私たちを迎え入れてくれ、楽しく

過ごしていくうちに、もっと自分から話してみ

たいと思えるようになりました。５日目の朝、

ホームステイもとうとう終わってしまい、もう

会えないのかと思うと涙が溢れました。バスに

乗ってからもずっと手を振り続けてくれる姿を

見て「出会えて良かった」と感じたと同時に、

次また会えるように、今回学んだことを糧に今

できることを一生懸命頑張っていきたいと思い

ました。

１Ｂ　瀬下　彩乃さ
ん　忘れない４日間

　私はホームステイに行く前は不安と緊張でい

っぱいでしたが、ホストファミリーは私にハグ

をしてくれ、とても温かく迎えてくれました。

そのおかげで、不安と緊張が軽くなりました。

また、滞在中お腹が痛くなった時、ホストファ

ミリーはとても親切にしてくれました。印象に

残っていることはバギーを運転したことです。

難しくて安定した運転はできませんでしたが、

普段できない体験ができました。また、教会に

行き、聖書を読んだり、歌を歌ったりしました。

英語は分からなかったけど、貴重な体験ができ

ました。 ホームステイをして、言葉が通じな

くても心は通じ合えることなど多くのことを学

びました。今回体験したことを忘れずに、これ

からの生活に生かしたいと思います。

１Ａ　白井　大介さ
ん　研修から得て感じたもの

　私はホストファミリーやたくさんのカナダの

人々と会い、フレンドリーさに驚かされました。

ホストファミリーが何度も話しかけてくれたお

かげで、緊張していた心も和らぎ、とても楽し

く過ごすことができました。一番の思い出はキ

ャンプファイヤーを囲んで食事などをしたこと

です。カナダの夜はとても寒かったですが、気

温と夜空、音を肌で感じながら過ごす時間はと

ても感慨深いものでした。緊張していたホーム

ステイもあっという間に過ぎ去り、私は返礼夕

食会の合唱が別れの歌に聞こえてしまい、これ

までの感謝の気持ちと、出会いと別れによる感

情が込み上げ、涙が止まりませんでした。この

貴重な体験を生かして、今後の生活を送ってい

きたいと思います。

１Ｂ　伏見　拓海さ
ん カナダで得たもの・宝物

　足寄を出発し、気持ちの整理がつかないまま、

ホストファミリーとの初対面で、最初は不安で

した。しかし、ショッピングモールで、ホスト

ファミリーと一緒にたくさんの乗り物に乗って

いると自然と会話が生まれ、言葉の壁がなくな

っていました。日本語と英語でお互いに分から

なかったことが多かったですが、これをきっか

けに自分からも積極的に話をすることができま

した。また、人生初のカヌーを体験し、カナダ

の大自然の景色は日本では見ることのできない

感動的なものでした。食生活や文化の違いで苦

労した点もありましたが、それ 以上に素晴ら

しい思い出をいただきました。ここで得た経験

は自分の宝となり、今後の人生に生かし大きく

成長していきたいです。

研 修 を 終 え て
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まちかどまちかどまちかど

6

　螺湾小学校（小林善仁校長）の児童が、校

舎前に作られた田んぼで稲刈りを行いました。

今年は天候に恵まれ成育も良く、児童らは２

人一組となって大きく育った稲穂を手鎌で丁

寧に刈り取りました。また、10月の収穫祭で

は、自分たちが育てたお米やニンジン、ジャ

ガイモを使ってカレーライスを食べました。

大きく育ったよ！

最優秀賞・全道大会出場！
　足寄高等学校の吹奏楽局が８月６日に帯広

市で開催された「第62回北海道吹奏楽コンク

ール帯広地区大会」で金賞を受賞し、同月12

日開催の「第61回北海道高等学校文化連盟十

勝支部音楽発表大会」では最優秀賞を受賞、

全道大会への出場を決め、安久津勝彦町長に

成績報告と全道大会への抱負を述べました。

放牧酪農について学ぶ
　「北海道放牧酪農ネットワーク交流会 in

足寄」が９月15日から16日の２日間の日程で

開催され、町内外から約１２０人が参加しま

した。「土づくり草づくり牛づくり」をテー

マに、芽登の３カ所で放牧実地研修、町民セ

ンターでは講演会などが行われ、参加者は安

定した放牧酪農の経営等を学びました。

全国大会・全道大会に出場
　全国大会、全道大会に出場する足寄中学校

の生徒３人が、藤代和昭教育長に出場報告し

ました。山下隼人さ
ん（３年）と工藤慈さ

ん（同）

は、千葉県で開催される「Ｕ－15全国ＫＷＢ

野球秋季大会」に、青砥悠さ
ん（同）は釧路市

で開催される「北海道卓球選手権大会」に出

場を決め、大会への決意を述べました。

9/12

9/15

10/5

9/22

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

投票区 投　　票　　所
投　票　率

今　回 前　回

１ 足 寄 町 役 場 73.40％ 64.55％

２ 足 寄 小 学 校 体 育 館 81.15％ 72.63％

３ 旭 町 母 と 子 の 家 74.17％ 69.40％

４ 下愛冠コミュニティセンター 66.87％ 61.85％

５ 中足寄集落センター 73.91％ 74.24％

６ 螺 湾 寿 の 家 72.44％ 69.12％

７ 上足寄集落センター 90.00％ 84.52％

８ 鷲 府 集 会 所 86.82％ 77.40％

９ 上利別基幹集落センター 68.39％ 62.16％

10 大誉地集落センター 78.91％ 72.59％

11 芽 登 寿 の 家 72.06％ 68.61％

12 茂喜登牛集落センター 74.49％ 70.10％

合　　　　　　　　計 76.92％ 69.53％

小選挙区開票結果

石　川　かおり� ３，２５０

中　川　ゆうこ� １，２４６

選挙当日の有権者数�６，００１人

男�２，８８６人

女�３，１１５人

投票区別投票率（選挙区）

比例代表開票結果

公 明 党� ３３５

新 党 大 地� １，７４２

日 本 共 産 党� １５０

自 由 民 主 党� ６６５

希 望 の 党� １９２

日 本 維 新 の 会� ３６

立 憲 民 主 党� １，３０５

幸 福 実 現 党� １２

社 会 民 主 党� ６３

・有効投票数 4,496� ・不 受 理　0
・無効投票数   120� ・持ち帰り　0
・投票者総数 4,616

・有効投票数 4,500� ・不 受 理　0
・無効投票数   116� ・持ち帰り　0
・投票者総数 4,616

第48回　衆議院議員総選挙
　

国
の
進
路
を
決
め
る
「
第
48
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
」
が
10
月
22
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

本
町
の
投
票
率
（
選
挙
区
選
挙
の
町
内

各
投
票
率
は
表
の
と
お
り
）
は
、
前
回
平

成
26
年
の
同
選
挙
に
比
べ
、
選
挙
区
選
挙
、

比
例
代
表
選
挙
と
も
に
７
・
39
ポ
イ
ン
ト

上
回
る
76
・
92
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

　

本
町
で
の
得
票
結
果
な
ど
は
次
の
通
り

で
す
。

前段右から山下さ
ん、工藤さ

ん、後段中央青砥さ
ん
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

白球を追い掛ける

　第30回チャリティー「赤十字ふれ愛バザー

ル」が町民センターで開かれ、約２００人が

訪れました。会場のテーブルには町民から提

供された衣類やバック、日用品などがいっぱ

いに並べられ、お気に入りの品を求める人た

ちでにぎわいを見せました。なお、このバザ

ールの益金は社会福祉のために活用されます。

社会福祉のために

安心した町づくりを目指して
　地域住民の交通安全と防犯意識を高めても

らうことを目的として、町交通安全・防犯町

民大会（町交通安全協会ほか主催）が開催さ

れました。交通安全協会の斉須元長会長らの

決意表明が行われた後、参加者は国道２４１

号線沿いの歩道で交通、防犯の街頭啓発を行

いました。

気分は消防士！
　幼少期のうちから防火意識を高めてもらお

うと、芽登保育所で足寄消防団第３分団（町

芽登地区、方川春美分団長）による、秋の防

火訓練が行われました。子どもたちは、消防

の仕事について説明を受けた後、あこがれの

消防車に乗ったり、防火衣を着て放水体験を

したりしました。

　足寄ライオン会（井脇昌美会長）主催によ

る、優勝杯争奪少年野球大会が里見が丘野球

場で開催され、足寄スラッガーズ、本別町か

ら仙美里グレートフレンズ、本別レッズ、勇

足エンジェルスの計４チームが出場しました。

選手たちは大きな声を出しながら、果敢なプ

レーで球場を沸かせました。

9/23

10/5

10/7

9/25

ふるさとへの思いを寄せて
第13回札幌足寄会・懇親会（参加者80人）が10月14日に札幌市中央区で、

第38回東京と足寄を結ぶ・ふるさと会（参加者63人）が10月28日に東京都新宿区で開かれ、

本町にゆかりのある方などが参加し、懐かしい旧友や先輩、後輩と故郷の思い出や近況を

語り合い、楽しい一時を過ごしました。

札幌足寄会・懇親会

東京と足寄を結ぶ・ふるさと会

所　伸一会長

湯浅　徳弥会長
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オンネトーフォトコンテスト最優秀賞作品「究極の絶景」

平
成
29
年
度
足
寄
中
学
校
文
化
祭
（
10
月
１
日
）文化祭テーマ「Ｐｒｉｄｅ～努力してきたことに誇りを～」

　

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
内
に
あ
る
湖
オ
ン

ネ
ト
ー
を
舞
台
に
「
２
０
１
７
オ
ン
ネ
ト

ー
物
語
」（
あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
ほ
か
主
催
）

が
９
月
24
日
㈰
に
オ
ン
ネ
ト
ー
国
設
野
営

場
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
１
，
０

０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

オ
ン
ネ
ト
ー
の
散
策
路
で
自
然
を
満
喫

す
る
「
自
然
ふ
れ
あ
い
教
室
」
は
、
雌
阿

寒
岳
登
山
コ
ー
ス
、
オ
ン
ネ
ト
ー
湖
岸
遊

歩
道
コ
ー
ス
、
湯
の
滝
遊
歩
道
コ
ー
ス
の

３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
95

人
の
参
加
者
が
森
林
浴
を
楽
し
み
ま

し
た
。
オ
ン
ネ
ト
ー
湖
岸
遊
歩
道
コ

ー
ス
に
参
加
し
た
佐
藤
三
重
子
さ
ん
（
町

内
）
は
「
オ
ン
ネ
ト
ー
の
遊
歩
道
を

ず
っ
と
歩
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
。

ま
た
来
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
オ
ン
ネ
ト
ー
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
や
オ
ン

ネ
ト
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
他
、

特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

足
寄
産
の
か
ぼ
ち
ゃ
や
豚
汁
な
ど
が

無
料
で
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

20
17オンネトー物語

　

皆
さ
ん
は
、
フ
レ
イ
ル
と
い
う
言
葉
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。
人
は
年
齢
と
と
も
に
体
の

力
が
弱
く
な
り
、
外
出
せ
ず
に
自
宅
で
過
ご

す
こ
と
が
増
え
、
徐
々
に
家
族
の
手
助
け
や

介
護
が
必
要
な
状
態
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
心
と
体
の
働
き
が
弱
っ
て
き
た
状

態
を
、
フ
レ
イ
ル
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

年
齢
を
重
ね
る
と
誰
も
が
感
じ
る
事
で
す
が
、

年
齢
と
と
も
に
感
じ
る
体
の
動
き
や
心
の
変

化
は
、
日
々
の
心
が
け
や
活
動
に
よ
っ
て
保

つ
事
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
、
簡
単
に
で
き

る
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
、

現
在
町
内
で
行
っ
て
い
る
活
動
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
元
気
に
自
立
し
て
過
ご
す
事
が
で

き
る
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。

□
フ
レ
イ
ル
と
は
？

　

元
気
な
状
態
と
介
護
が
必
要
な
状
態
の
中

間
で
す
。
介
護
が
必
要
な
状
態
に
移
行
す
る

リ
ス
ク
が
高
い
一
方
、
適
切
な
ケ
ア
に
よ
っ

て
元
気
な
状
態
へ
と
戻
る
事
が
可
能
で
す
。

身
体
機
能
の
低
下
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
こ
と
（
社
会
的
）

や
、
意
欲
や
認
知
機
能
が
低
下
す
る
（
精
神

的
）
な
ど
、
フ
レ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

が
含
ま
れ
ま
す
。

□
ご
自
分
の
状
態
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

　

簡
単
に
で
き
る
自
己
評
価
法
で
体
の
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

各
項
目
１
点
（
最
高
５
点
）
で
、
３
点
以

上
で
「
フ
レ
イ
ル
」
１
～
２
点
で
「
フ
レ
イ

ル
予
備
軍
」
と
な
り
ま
す
。

　

早
期
に
発
見
し
対
応
す
る
事
が
、
重
症
化

の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

□
予
防
す
る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
町
内
で
行

っ
て
い
る
活
動

　

ポ
イ
ン
ト
は
「
栄
養
」「
運
動
」「
社
会
参

加
」
で
す
。
ど
れ
か
一
つ
だ
け
行
っ
て
も
効

果
は
な
く
、
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
う
ま
く
日

常
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
栄
養
〉

　

元
気
の
源
は
、
毎
日
の
食
事
で
す
。
３
食

し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
事
を

美
味
し
く
食
べ
る
た
め
に
は
、
口
の
機
能
も

大
切
で
す
。
年
齢
と
と
も
に
起
き
る
筋
力
の

低
下
は
、
手
足
だ
け
で
は
な
く
口
に
も
起
こ

り
、
喋
り
に
く
い
（
滑
舌
が
悪
く
な
る
）、

食
べ
こ
ぼ
し
が
増
え
る
、
よ
く
む
せ
る
よ
う

に
な
る
、
固
い
も
の
が
食
べ
に
く
く
な
っ
て

き
た
な
ど
小
さ
な
変
化
に
早
め
に
気
付
き
、

対
応
す
る
事
が
大
切
で
す
。

〈
運
動
〉

　

ち
ょ
っ
と
し
た
運
動
で
も
継
続
し
て
行
う

事
が
大
切
で
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
に
運
動

を
取
り
入
れ
る
事
で
筋
力
の
低
下
を
防
ぎ
、

転
倒
や
骨
折
の
リ
ス
ク
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

〈
社
会
参
加
〉

　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
事
が
フ
レ

イ
ル
の
入
り
口
に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
自
分
に
合
っ

た
活
動
を
見
つ
け
、
積
極
的
に
参
加
し
ま
し

ょ
う
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
体
の
状

態
や
生
活
状
況
を
考
慮
し
、
個
人
に
合
っ
た

フ
レ
イ
ル
予
防
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
気

に
な
る
事
、
不
安
な
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
25

－

９
２
０
０

い
つ
ま
で
も
自
宅
で
健
や
か
に
暮
ら
す
た
め
に

フ
レ
イ
ル
対
策
を
行
い
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う

簡単フレイルチェック

１点 ０点

６カ月間で２～３㌔の
体重減少はありましたか？

□ はい □ いいえ

以前に比べて歩く速度が
遅くなってきたと思いますか？

□ はい □ いいえ

ウオーキング等の運動を
週１回以上していますか？

□ いいえ □ はい

５分前のことを
思い出せますか？

□ いいえ □ はい

（ここ２週間）わけもなく
疲れたような感じがする

□ はい □ いいえ

栄養
食事

口腔機能

社会参加
ボランティア

趣味など

運動
身体活動・運動

など

町内で行っている活動

・一人暮らし高齢者の給食サービス

・配食サービス　ほか

町内で行っている活動

・介護支援ボランティア

・老人クラブ　ほか

町内で行っている活動

　むすびれっじで毎日さまざま

な活動を行っています。
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相
談
受
付
・
詳
細

　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
５
８
５

�

（
平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分
）

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
５

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
60
回

日
常
生
活
で
の
商
品
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
利
用

で
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

～
消
費
生
活
相
談
所
を
活
用
く
だ
さ
い
～

　

皆
さ
ん
は
「
商
品
を
無
理
や
り
買
わ
さ
れ

た
（
買
い
取
ら
れ
た
）」「
買
っ
た
ば
か
り
の

商
品
に
不
具
合
が
あ
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た

経
験
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
消
費

生
活
相
談
所
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
苦

情
や
要
望
に
つ
い
て
の
相
談
の
他
「
高
額
の

契
約
に
前
も
っ
て
注
意
す
る
点
を
知
り
た
い
」

な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
消
費
者
自
身
で
は
問
題
解
決
が

困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
消
費
生
活
相
談
員

が
事
業
者
と
の
間
に
入
っ
て
交
渉
す
る
な
ど

の
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

：

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
よ
く
聞
く
「
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
」
と
は
違
う
の
？

Ａ

：

地
域
に
よ
っ
て
呼
び
名
が
異
な
り
ま
す

が
業
務
内
容
は
同
じ
で
す
。
足
寄
町
の
場
合

は
「
役
場
住
民
課
住
民
室
住
民
生
活
担
当
」

と
「
足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
」
の
２
カ
所

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
消
費
者
被

害
を
防
止
す
る
た
め
の
情
報
提
供
も
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

Ｑ

：

相
談
す
る
時
に
注
意
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

Ａ

：

契
約
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
場
合
に
は
、

本
人
か
ら
の
相
談
が
原
則
で
す
が
、
ト
ラ
ブ

ル
に
あ
っ
た
本
人
が
病
気
等
の
場
合
は
家
族

や
介
護
者
か
ら
の
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

な
る
べ
く
、
記
憶
が
新
し
い
う
ち
に
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談
で
は
、
受
け
た
相
談
に
対

し
て
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
家
族
や
友
人

に
内
緒
で
相
談
を
し
た
い
方
も
安
心
し
て
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
匿
名
を
希
望

さ
れ
る
場
合
に
も
住
所
・
氏
名
・
年
齢
な
ど

を
聞
き
取
り
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

消
費
生
活
相
談
所
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
や
自

治
会
な
ど
の
団
体
を
対
象
に
消
費
生
活
に
関

す
る
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
に
契

約
に
関
す
る
知
識
や
ト
ラ
ブ
ル
対
処
法
を
講

話
や
ゲ
ー
ム
等
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
講
座
内
容
に
つ
い
て
は
可

能
な
限
り
対
応
し
ま
す
。
３
名
以
上
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
開
催
日
時
に
つ
い
て
は

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

　

ま
た
、
月
１
回
消
費
生
活
相
談
所
で
消
費

生
活
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
場

所
・
時
間
に
つ
い
て
は
「
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
」
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
標
語
を

　
　
　
　
　

覚
え
ま
し
ょ
う
！

※
消
費
生
活
相
談
所
で
消
費
生
活
相
談
員

が
不
在
の
場
合
は
、
留
守
番
電
話
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
残
す
か
、
役
場
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

慌
て
な
い

い
っ
た
ん
電
話
を

�

切
り
ま
し
ょ
う

上
手
い
話
は

�

う
た
が
っ
て
み
る

遠
慮
し
な
い
で

�

「
す
ぐ
相
談
」

脅
か
さ
れ
た
ら
１
１
０
番

あいうえお

湯の滝12
Vol.

　

雌
阿
寒
岳
の
麓
の
オ
ン
ネ
ト
ー
国
設
野
営

場
か
ら
、
歩
道
を
約
１
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

進
ん
だ
場
所
に
高
低
差
20
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

滝
が
あ
り
ま
す
。
滝
上
で
湧
き
出
る
温
泉
が

流
れ
落
ち
る
こ
と
か
ら
「
湯
の
滝
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

流
れ
の
合
間
の
黒
い
岩
は
酸
化
マ
ン
ガ
ン

が
堆
積
し
た
も
の
で
、
１
９
５
０
年
代
に
は

鉱
山
と
し
て
採
取
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
１
９

８
０
年
代
以
降
の
調
査
に
よ
り
、
マ
ン
ガ
ン

酸
化
細
菌
の
作
用
で
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
が
継

続
的
に
生
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
２

０
０
０
年
に
「
世
界
唯
一
の
地
表
で
酸
化
マ

ン
ガ
ン
鉱
床
が
生
成
中
の
地
」
と
し
て
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
希
少
性

が
認
識
さ
れ
る
以
前
は
、
温
泉
利
用
を
目
的

と
し
た
整
備
や
、
滝
壺
で
の
観
賞
用
熱
帯
魚

の
飼
育
等
の
観
光
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
マ
ン
ガ
ン
の
生
成
現
象
や
周
辺
の
生

態
系
へ
の
悪
影
響
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
入

浴
は
禁
止
さ
れ
、
２
０
１
３
年
か
ら
は
環
境

省
と
住
民
の
協
力
に
よ
る
熱
帯
魚
の
駆
除
が

継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
湯
の
滝
は
、
貴
重
な

環
境
の
保
全
と
、
教
育
研
究
の
場
と
し
て
の

利
活
用
が
望
ま
れ
ま
す
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

（
山
内
康
平
・
智
和
正
明
）

�

☎
25

－

２
６
０
８

�

―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

新
生
徒
会
長　

松
寿
め
ぐ
み

　

こ
の
度
、
生
徒
会
長
に
な
り
ま
し
た
松
寿

め
ぐ
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
古
き
良
き
伝

統
を
守
り
な
が
ら
も
私
た
ち
に
し
か
で
き
な

い
変
革
を
も
た
ら
し
、
足
寄
高
校
の
笑
顔
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
足

高
か
ら
町
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
高
校
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
町
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
足
高
生
の

活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吹
奏
楽
局　

菊
地　

杏
那

　

私
た
ち
は
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、

10
月
３
日
か
ら
室
蘭
市
で
行
わ
れ
た
全
道
高

等
学
校
音
楽
発
表
大
会
へ
出
場
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
へ
の
切
符
は
、
８

月
18
日
の
十
勝
地
区
大
会
で
得
ら
れ
た
も
の

で
、
金
賞
を
受
賞
し
た
帯
広
地
区
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
の
時
と
同
じ
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
全
道
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な

バ
ン
ド
の
演
奏
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
で
、
た

く
さ
ん
の
刺
激
を
受
け
大
変
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
「
新
た
な
歴
史
を
～
響
け
！
復

興
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
～
」
と
い
う
目
標
の
も
と
、

た
く
さ
ん
の
挑
戦
に
溢
れ
た
一
年
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
の
も
学
校
・

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
温
か
い
応
援
の
お

か
げ
で
し
た
。
本
当
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
足
寄
高
校
吹
奏

楽
局
を
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
♪

弓
道
部　

本
多　

祥
人

　

９
月
30
日
か
ら
２
日
間
、
私
た
ち
弓
道
部

は
釧
路
市
で
行
わ
れ
た
北
海
道
高
等
学
校
弓

道
選
抜
大
会
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。

　

３
年
生
が
引
退
し
、
新
チ
ー
ム
で
十
勝
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
て
北
北
海
道
大
会
へ
の
出

場
権
を
得
た
私
た
ち
は
こ
の
大
会
に
向
け
て

毎
日
の
練
習
に
集
中
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
番
で
は
練
習
の
成
果
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
予
選
落
ち
と
い
う
悔

し
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
の
敗
因
を
し
っ
か
り
と
分
析

し
、
大
き
な
大
会
で
も
動
じ
な
い
精
神
力
や

　

今
月
か
ら
奇
数
月
号
で
、
足
寄
高

校
生
の
取
り
組
み
や
活
躍
、
足
寄
高

校
の
魅
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

経
験
を
積
ん

で
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
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お知らせ

　生涯学習活動によるまちづくりを推進する
ため、日ごろ活動を展開している各種団体・
サークルが集い、取り組みの成果を発信しま
す。秋野菜やキレイマメなどの特産品販売、
無料包丁研ぎ、飲食コーナーなど多彩な催し
で皆さんのお越しをお待ちしています。
日　時　11月19日㈰
　　　　午前10時〜午後２時
場　所　本別町中央公民館
内　容　消費生活コーナー、絵本読み聞かせ
健康づくりコーナー
農産物・加工品販売
フリーマーケットなど
詳　細
本別町役場企画振興課
企画・生涯学習担当
☎２２－８１２１

　実験やミニ講演会など、子供から大人まで

楽しめる内容です。皆さんのご来館をお待ち

しています。

日　時　11月11日㈯　午後１時～６時

場　所　銀河の森天文台（陸別町宇遠別）

内　容

午後１時～６時　実験コーナー

午後２時～

　　　　ミニ講演会：宇宙の現場を取材して

　　　　講師：株式会社イー・ディメンション

　　　　　　　安藤良美代表

詳　細� 銀河の森天文台　☎２７－８１００

いきいきほんべつふれあい祭り 「驚き！おもしろ科学実験2017」

本　別　町 陸　別　町

インフルエンザ予防接種

電気メーターに
有効期限があります

母子健康手帳交付方法

　町では接種を希望される対象の方にインフルエンザ予防接種にか

かる費用の一部（１，５００円）を助成しています。

　インフルエンザは流行のピークが１月から３月といわれており、

ワクチンの効果を維持する期間が接種後２週間後から約５カ月間と

されていることから、インフルエンザ予防接種は10月から12月中旬

ごろまでに接種することが適当です（各病院のワクチンの入荷状況

により、ご希望の日にちに接種できないことがあります）。インフ

ルエンザは、ウイルスを鼻や口から吸い込んだり、ウイルスに触れ

た手が鼻や口に間接的に接触することで感染します。予防のために

は、日頃から十分な栄養と休息を取ること、室内の換気と乾燥に注

意すること、外出から帰ったらまず手洗いなどを心がけましょう。

対　　象

・65歳以上の方

・60歳以上65歳未満で心臓、腎臓または呼吸器の機能障害により身

体障害者手帳の１級を所持している方（対象の方には個別通知）

・中学３年生と高校３年生に相当する年齢の方（対象の方には個別通知）

　平成28年１月から母子保健法施行規則の改定に伴い、妊娠届け出

時に妊婦さん本人の個人番号（マイナンバー）の提示および身元確

認が必要となりました。やむを得ない理由により代理人の方が届け

出する場合は、妊婦本人の個人番号の提示の他、代理人の身元確認

および委任状の提出が必要です。

必要書類　①番号通知カードまたは個人番号カード

　　　　　②身元確認証（運転免許証、パスポートなど）

交付場所　役場１階福祉課（45～60分程度かかります）

対応時間　午前８時35分～午後５時５分※事前連絡必要

詳　　細� 役場福祉課保健推進担当　☎２５－２５７１

平
成
30
年
度　

認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り

�

お
よ
び
へ
き
地
保
育
所
新
入
園
児
募
集

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

�

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

◆
募
集
の
お
知
ら
せ

◆
年
金
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
度
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ

り
お
よ
び
へ
き
地
保
育
所
に
入
園
を
希
望
さ

れ
る
お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。
現
在
、
通

園
し
て
い
る
お
子
さ
ん
も
、
申
請
が
必
要
で

す
。

認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り

募
集
定
員　

お
お
む
ね
１
６
５
人

募
集
内
容

・
０
歳
児
～
２
歳
児

※
生
後
６
カ
月
か
ら
、
共
働
き
や
出
産
、
病

気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
家
庭
で
保
育
が
で

き
な
い
お
子
さ
ん
の
み
が
対
象
で
す
。

・
３
歳
児
～
５
歳
児

※
お
む
つ
が
外
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

へ
き
地
保
育
所

①
芽
登
保
育
所

　
　
　
　

（
芽
登
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

②
上
利
別
保
育
所

　
　
　

（
上
利
別
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
内
）

③
螺
湾
保
育
所
（
螺
湾
小
学
校
内
）

募
集
内
容

・
２
歳
児

※
共
働
き
や
出
産
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ

り
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
お
子
さ
ん
の

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険

料
が
対
象
で
す
（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ

れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
）。
こ
の
社
会

保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
付
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は

必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
ご
家
族
の
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本

人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
宛
て
に
送
ら
れ
た
控

除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除

証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳　

細

帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

み
が
対
象
で
す
。

・
３
歳
児
～
５
歳
児

※
お
む
つ
が
外
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

募
集
期
間　

11
月
15
日
㈬
～
24
日
㈮

申
込
方
法　

11
月
10
日
㈮
か
ら
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
北
３
条
１
丁
目
）
お
よ
び
各
保
育
所

に
て
入
園
に
関
す
る
書
類
等
を
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

詳　
　

細

役
場
福
祉
課
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り

�

☎
25

－

２
５
７
４

芽
登
保
育
所

�

☎
０
５
０

－

５
５
５
１

－

１
０
３
８

上
利
別
保
育
所

�

☎
０
５
０

－

５
５
５
１

－

７
９
２
１

螺
湾
保
育
所

�

☎
０
５
０

－

５
５
５
１

－

６
８
１
６

11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日

は
「
年
金
の
日
」
で
す

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
い
つ
で

も
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
他
、
将
来

の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
年
金

記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の

試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
帯
広
年
金

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　取引や証明に使用される電気メ

ーターは検定が必要であり、その

有効期限が定められています。

　有効期限は、電気メーターにつ

けられたラベルや検定票で確認し

てください。ラベルや検定票がな

いものや、有効期限が切れた電気

メーターは使用できません。

詳　細

� 日本電気計器検定所北海道支社

� ☎０１１－６６８－２４３７

� 北海道経済産業局

資源エネルギー環境部電力事業課

� ☎０１１－７０９－１７５５
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第６回九州大学大学院農学研究院と
足寄町との協力協定にもとづく講演会

特設人権相談所を開設します
－12月４日から10日は「人権週間」です－

市 街 地 の 雪 捨 て 場 に つ い て

林退共の退職金請求について

労働保険適用促進強化期間

「女性の人権ホットライン」
強化週間

全国一斉労働トラブル１１０番

訪 問 看 護 師 （非 常 勤） 募 集

自衛官および高等工科学校生徒を募集します

平成30年度成人式参加者および成人祝賀会実行委員募集

　「内外のリスクに備えるために」をテーマとし、九州大学大学院農学

研究院と町との協定にもとづく講演会を開催します。どなたでも参加で

きますので、ぜひご参加ください。

日　時　11月17日㈮　午後６時～８時

場　所　あしょろ銀河ホール21

内　容　講演：経済連携協定の拡大と日本の畜産業への影響

　　　　講師：九州大学大学院農学研究院農業資源経済学部門

　　　　　　　農業資源経済学講座　福田晋教授

　　　　講演：山地において自然災害が発生するメカニズムとその備え

　　　　講師：九州大学大学院農学研究院環境農学部門

　　　　　　　森林環境科学講座　水野秀明准教授

その他　入場無料、事前申し込み不要

詳　細� 九州大学北海道演習林　☎２５－２６０８

� 役場総務課企画財政室　☎２５－２１４１内線３１１

　平成30年３月31日までの間、降雪による市街地の雪は４トン以上の大

型車は共栄町、一般車両は北３条２丁目の雪捨て場に捨ててください。

また、車道への雪捨ては除雪や車の走行に支障をきたし、道路法（第43

条）の違反になるので絶対にやめましょう。

詳　細� 役場建設課車両室　☎２５－５４２０

詳　細　自衛隊帯広募集案内所

� ☎０１５５－２３－８７１８　http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/

　法務省の人権擁護機関では、毎年12月10日を最終日とする一週間を「人

権週間」と定め、全国各地で人権尊重思想の普及高揚を呼び掛ける啓発

活動等を展開しています。

　釧路地方法務局帯広支局および帯広人権擁護委員協議会では、上記活

動の一環として、下記のとおり特設人権相談所を開設し、人権擁護委員

が地域住民の皆さんからのさまざまな相談に応じます。相談は無料で秘

密は守られますので、人権に関しての悩みや困っていることがある方は、

気軽に相談してください。

日　時　12月１日㈮　　午後１時～３時

場　所　町民センター

その他　予約不要

詳　細　帯広人権擁護委員協議会　事務局：竹内　法務局：渡邊

� ☎０１５５－２４－５８５３

　　　　役場住民課住民生活担当� ☎２５－２１４１内線２２５

　町では、平成30年の成人式を次の日程で行います。対象者で足寄町に

住民票のある方には11月中旬にはがきで詳細およびご案内をお送りしま

す。身近に、足寄町に住民票がなく、参加を希望される方がいましたら、

教育委員会生涯学習担当までご連絡ください。

　また、成人式式典終了後に実行委員会主催の祝賀会を予定しており、

祝賀会を盛り上げる実行委員を募集しています。実行委員に参加を希望

される方についてもご連絡ください。

開催日　平成30年１月７日㈰
場　所　町民センター

対象者　平成９年４月２日～平成10年４月１日生まれの方

詳　細� 教育委員会生涯学習担当　☎２５－３１８８

　林業の仕事に従事していた経験

があり、林退共制度（林業退職金

共済制度）に加入していた方で、

退職金請求手続きを行った心当た

りのない方は、退職金をまだ受け

取っていない可能性があります。

林業の仕事をしていた当時の加入

の有無についても、確認すること

ができますので気軽に最寄りの支

店または本部へ問い合わせしてく

ださい。

詳　細� 独立行政法人

� 勤労者退職金共済機構

� 林業退職金共済事業本部

� ☎０３－６７３１－２８８７

　労働保険とは、労災保険と雇用

保険の総称で、労働者の生活の安

定、福祉の増進等を図ることを目

的に、国が直接管理運営している

保険です。労働者を一人でも雇用

する事業については、法人・個人

を問わず加入が義務づけられてい

ます。

　厚生労働省では「未手続事業の

一掃」を年間を通じた主要課題と

位置付けた上で、11月を「労働保

険適用促進強化期間」とし、集中

的に広報活動を展開し、労働保険

制度のより一層の理解、周知を図

ることとしています。

　労働者が安心して働ける職場と

なるよう、まだ労働保険に加入し

ていない事業主の方はご相談くだ

さい。

詳　細　厚生労働省北海道労働局

� 総務部労働保険徴収課

� ☎０１１－７０９－２３１１

期　間　11月13日㈪～19日㈰
専用電話番号

� ☎０５７０－０７０－８１０

受付時間

　平日　午前８時30分～午後７時

　土日　午前10時～午後５時

相談員　人権擁護委員

　　　　および法務局職員

詳　細　釧路地方法務局

� ☎０１５４－３１－５０１４

　司法書士による労働に関する電

話相談会を開催します。過重労働

や残業代の不払い、突然の解雇な

どに対する適切なアドバイス、情

報提供を行います。

日　時　11月26日㈰
　　　　午前10時～午後５時

専用電話番号

� ☎０１２０－６１０－７８７

詳　細　釧路青年司法書士協議会

� 会長　安田　順

� ☎０１５６－６５－２１９８

　本別地域訪問看護ステーション（サブステーション設置：足寄・上士幌）では訪問看護師（非常勤）を若干

名募集しています。勤務地は本別町です。

応募資格　看護師、准看護師または保健師として実務経験が３年以上・普通自動車運転免許を所持

勤務時間　午前９時～午後５時（土日祝日、年末年始を除く）　１日３～６時間勤務※勤務時間等は要相談

給　　与　時給１，４５０円（当事業団規定による）

応募方法　電話連絡の上、履歴書（写真貼付）をご持参ください。

締　　切　11月末日

詳　　細　一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団本別地域訪問看護ステーション

　　　　　　本別町西美里別６－15（本別町総合ケアセンター内２階）

� ☎２２－９０５０（受付時間　午前９時～午後５時）

募　　集

町職員人事異動

10月31日付退職者

青木　菜々子

（国民健康保険病院看護師）

庄田　亜希子

（国民健康保険病院看護師）

募集種目 応募資格 受付期間 試験日

自衛官候補生
（男子・女子）

18歳以上
27歳未満の者

年間を通じて
受け付けしています

＜11月試験＞
11月19日㈰

＜12月試験＞
12月10日㈰

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒（推薦）

平成30年４月１日現在で
15歳以上17歳未満の男子

11月１日㈬
～12月１日㈮

平成30年１月６日㈯～８日㈪
までの間の指定する１日

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒（一般）

11月１日㈬
～平成30年１月９日㈫ 平成30年１月20日㈯

お知らせ



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで
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☆10月14日に札幌市で第13回札幌足

寄会が、同月28日には東京都で第

38回東京と足寄を結ぶ・ふるさと

会が開催され、足寄町出身者や本

町にゆかりのある方が多数参加さ

れました。

☆高校を卒業し就職ため上京した方

など、ふるさと足寄から離れて暮

らす理由はさまざまで、久しぶり

の再会に参加者たちは、思い出話

に花を咲かせていました。

☆取材中「昔○○のお店の隣に実家

があってねー」と、小さい頃足寄

で過ごした思い出を懐かしそうに

話しているのを聞いていると、当

時の街並みがフィルム写真のよう

に思い浮かばれました。

吉田　向
こう

希
き

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年９月７生まれ）

　動物が大好きで特にお気に入

りはカバです。カバのおもちゃ

は寝る時も一緒です。暖かくな

ったら８月に生まれた弟と一緒

に家族４人で動物園に行こうね。

� 恵一・友香里さ
んの子

� （新町）

　９月22日に行われた「螺湾小学校稲刈り」

でのスナップです。

� （⇒７ページ）　

ひとのうごき

10月末の住民基本台帳

人　口　　７，０６３　人　（－13)

　男　　　３，４３０　人　（－７)

　女　　　３，６３３　人　（－６)

世　帯　　３，５４９世帯（－２)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

髙橋　建
たつ

孔
よし

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年11月７生まれ）

　今はお姉ちゃんと同じくドレ

スを着て遊ぶのが好きですが、

男らしく育ってほしいです！た

くさんの人を大切にできるよう

にこれからいろんな事を学んで

ね。� 健太・悠理亜さ
んの子

� （中矢）
木村　遼

りょう

一
いち

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年11月28生まれ）

　車とひまわりが大好きでミニ

カーでよく遊んでいます。毎日

楽しそうな姿にみんな元気をも

らっています。これからも元気

いっぱいの笑顔をたくさん見せ

てね。� 祥悟・あやみさ
んの子

� （南４条５丁目）


